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ぎやどぺかどる

天理図書館全景



だいがくのたから

や
ま
と
の
ふ
み
く
ら
﹁
天
理
図
書
館
﹂

　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
は
︑
天
理
大
学
の
設
立
か
ら
５
年
後
の
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
開
館

し
た
︒
90
年
の
歴
史
の
中
で
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
資
料
が
収
集
さ
れ
︑
蔵
書
数
は
１
４
９
万
冊
に
上
っ

て
い
る
︒

　

そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
︑
カ
ト
リ
ッ
ク
東
洋
伝
道
史
資
料
︑
古
き
り
し
た
ん
文
献
な
ど
で
あ
る
︒
元

来
︑
こ
れ
ら
は
天
理
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
陽
気
ぐ
ら
し
世
界
建
設
を
目
指
し
て
海
外
へ
雄
飛
す
る

人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
必
要
な
資
料
と
し
て
収
集
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
︑﹃
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
﹄（
上
巻
）

を
は
じ
め
︑
８
種
10
点
に
上
る
﹁
き
り
し
た
ん
版
﹂
は
︑
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
文
化
史
上
の
重
要
な
文

化
財
に
数
え
ら
れ
る
︒

　

そ
れ
ら
以
外
に
も
数
多
く
の
国
内
外
の
稀
覯
書
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
︑
現
在
︑﹃
日
本
書
紀
﹄（
乾
元
本
）

な
ど
６
点
が
国
宝
に
︑﹃
古
事
記
﹄（
道
果
本
）
な
ど
86
点
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

本
館
は
徒
ら
に
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
類
い
を
追
い
求
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
︒
本
館
所
蔵
の
指
定
品

の
多
く
は
︑
本
館
の
蔵
書
体
系
を
踏
ま
え
た
上
で
収
集
さ
れ
た
後
︑
整
理･

公
開
さ
れ
︑
研
究
者
の
利
用

に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
ら
が
有
す
る
高
い
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
︒
２
０
１
８
（
平
成
30

年
）
に
も
﹃
源
氏
物
語
﹄（
池
田
本
）
が
新
た
に
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
︒

　

各
々
の
蔵
書
分
野
が
︑
一
つ
の
筋
の
通
っ
た
体
系
を
示
し
︑
横
の
広
が
り
と
縦
の
深
さ
を
持
て
ば
︑
結

果
と
し
て
優
品
を
所
蔵
す
る
こ
と
は
意
味
を
持
つ
︒
あ
る
い
は
一
つ
の
優
品
の
存
在
を
有
意
義
に
す
る
た

め
に
︑
相
互
に
関
連
す
る
資
料
の
収
集
が
必
須
と
な
る
︒
そ
の
結
果
︑
い
く
つ
か
の
重
層
す
る
分
野
が
生

ま
れ
︑
そ
の
頂
に
国
宝･

重
要
文
化
財
が
位
置
す
る
と
い
え
よ
う
︒

　

大
和
の
山
裾
に
建
ち
︑﹁
や
ま
と
の
ふ
み
く
ら
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
天
理
図
書
館
は
︑
ま
さ
に
知
の
宝
庫

で
あ
り
︑
天
理
大
学
の
宝
で
あ
る
︒

天理大学
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活
躍
を
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教
育�
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学
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ら
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典
的
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か
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104

明
日
へ
の
試
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大
学
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バ
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学
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代
の
要
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え
る
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ラ
ル
ア
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教
育�

山
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久

110

わ
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大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
と
学
生
の
多
様
化・

大
東
文
化
大
学�

浅
沼
薫
奈

116

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
学
長
コ
ラ
ム
編
》

学
長
コ
ラ
ム
「
芝
井
の
目
」
の
先
に
見
え
る
も
の・

関
西
大
学�

今
中
明
佳

124

「
学
長
ブ
ロ
グ
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広
げ
る
大
学
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フ
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開
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の
可
能
性・

共
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久
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清

126
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ー
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手
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介
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岡
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ニ
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　閑静な住宅地の一角にひろがる高台に位置する桃
山学院教育大学。豊かな緑と開放感に包まれたキャ
ンパスには、いつも学生の笑顔があふれています。
煉瓦造りの落ち着いた雰囲気の校舎、キャンパスの
中心に位置するエレノアホールは、一粒社ヴォーリ
ズ建築事務所によるもの。ホール内のチャペルの移
動祭壇の上部には木製の十字架が掲げられ、十二使
徒を象徴する12本の円柱がチャペル全体を支えて、
２階ギャラリーからはロジャース ・パイプオルガン
が荘厳な音色を奏でます。
　桃山学院教育大学が掲げるのは、学力だけでなく
人間的な成長を支える、キリスト教主義を基礎とし
た「人間教育」。大きすぎず、小さすぎないこの空間
で、学生たちは人の温もりを感じながら日々学び、
成長しています。

〈表紙写真〉

緑に包まれた静穏なキャンパスに
あふれる学生の笑顔（桃山学院教育大学）











　

桃
山
学
院
教
育
大
学
は
、
前
身
の
プ
ー
ル
学
院
大
学
に

お
け
る
取
り
組
み
を
土
台
と
し
て
、
新
し
い
大
学
教
育
の

理
想
に
向
け
、
と
り
わ
け
真
の
教
育
者
精
神
の
涵
養
に
向

け
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
長
い
人
生
を
充
実
し
た
形
で
生
き

切
っ
て
い
く
た
め
の
人
間
力
の
育
成
で
あ
り
、
そ
れ
を
土

台
に
他
の
人
々
に
深
く
関
わ
っ
て
い
く
姿
勢
と
能
力
を

培
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
根
幹
を
な
す
「
タ
フ
な

主
体
性・

豊
か
な
人
間
性・

深
い
共
感
性
」
を
育
成
す
る

人
間
教
育
を
土
台
に
、
高
度
な
専
門
性
の
教
育
を
追
求
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
間
力
と
共
感
共
働
性
の

育
成

梶
田 

叡
一
●
桃
山
学
院
教
育
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

２
０
１
９
年
は
山
梨
英
和
大
学
が
創
立
１
３
０
周
年
を
迎

え
、
甲
府
市
も
市
政
施
行
１
３
０
年
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線

も
開
業
１
３
０
年
を
迎
え
る
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ

た
。
１
３
０
年
前
の
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
は
中
央
本

線
は
新
宿
か
ら
立
川
ま
で
し
か
開
通
し
て
お
ら
ず
、
山
梨
英

和
大
学
の
前
身
、
山
梨
英
和
女
学
校
の
初
代
校
長
ウ
ィ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ト
先
生
（
カ
ナ
ダ
の
女
性
宣
教
師
）
は
立
川
か
ら
甲

州
街
道
を
た
ど
り
、
笹
子
峠
を
徒
歩
で
越
え
て
甲
府
へ
入
ら

れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

山
梨
英
和
大
学
は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
開
学
し
た

山
梨
英
和
短
期
大
学
を
母
体
と
し
て
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）

年
に
４
年
制
の
単
科
大
学
に
移
行
し
た
の
で
、
あ
と
２
年
で

20
周
年
を
迎
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
改
め
て
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
基
づ
く
建
学
の
原
点
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、
校
訓
で
あ

る
「
敬
神・

愛
人・

自
修
」
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
性
の
あ

る
中
長
期
計
画
を
立
案・

実
行
し
、「
知
」
と
「
地
」
の
拠
点

と
し
て
よ
り
魅
力
あ
る
大
学
を
目
指
し
て
、
新
た
な
変
革
の

途
に
挑
戦
し
た
い
。

　

ま
ず
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
建
学
の
精
神
に
係
る
事
実
と

し
て
、「
山
梨
の
洋
学
が
山
梨
英
和
学
院
か
ら
始
ま
っ
た
」
点

に
あ
る
。
１
３
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
山
梨
英
和
学
院

は
、
カ
ナ
ダ・

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
女
性
宣
教
師
と
甲
府
市

民
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
山
梨
英
和
女
学
校
に
そ
の

基
礎
が
あ
る
。
学
び
の
基
本
は
聖
書
と
英
語
に
よ
っ
て
お
り
、

そ
の
目
標
は
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
近
代
国
家

の
発
足・

発
展
に
際
し
て
不
足
し
が
ち
な
思
想
的・

文
化
的

教
養
や
人
文
学
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
）
を
教
育
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
当
時
は
女
性
が
個
人
と
し
て
「
自
立

菊
野 

一
雄
●
山
梨
英
和
大
学
学
長

創
立
１
３
０
周
年
を
終
え
る
に
当
た
っ
て
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し
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
。

　

現
在
の
「
山
梨
英
和
大
学
学
則
」
の
冒
頭
に
は
、「
キ
リ
ス

ト
教
の
信
仰
に
基
づ
き
広
く
知
識
を
授
け
、
深
く
専
門
の
学

芸
を
教
授
研
究
す
る
と
共
に
、
知
的・

道
徳
的
及
び
応
用
的

諸
能
力
を
展
開
さ
せ
、
以
て
国
際
的
な
視
点
に
立
つ
よ
り
良

き
社
会
人
と
し
て
の
人
間
形
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
あ
る
。
こ
の
学
則
と
、
そ
の
支
え
と
な
る
建
学
の
精
神
や

伝
統
の
根
底
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ・

ロ
ー
マ
ま
で
遡
る
こ
と
の

で
き
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
伝
統
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る

こ
と
も
ま
た
山
梨
英
和
大
学
の
最
も
重
要
な
特
質
で
あ
る
。

１�　
大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
へ
の�

基
本
視
座

　
『
交
詢
雑
誌
』（
２
０
１
７
年
10
月
号
）
に
井
上
寿
一・

学

習
院
大
学
学
長
が
「
斜
陽
産
業
と
し
て
の
大
学
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
子
化
の
急
進
展
の
中

で
、
多
く
の
大
学
は
厳
し
い
状
況
を
前
に
し
て
あ
え
ぎ
苦
し

ん
で
い
る
。
山
梨
英
和
大
学
も
私
が
着
任
し
た
２
０
１
７
年

に
は
入
学
定
員
２
５
０
名
に
対
し
、
わ
ず
か
96
名
の
入
学
者

し
か
確
保
で
き
な
い
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
入
学
定
員
を
１
５
５
名
ま
で
下
げ
る
と
と

も
に
、
大
学
経
営
の
立
て
直
し
と
教
育
の
充
実
に
向
け
て
「
選

択
と
集
中
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
、
入
学
者
数
を
増

や
す
た
め
に
、「
無
駄
の
排
除
」（
選
択
）
と
「
コ
ア
コ
ン
ピ

タ
ン
ス
（
中
核
と
な
る
力
）
の
精
査
」（
集
中
）
を
目
指
し
、

新
し
い
将
来
構
想
を
立
て
て
実
行
に
移
す
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
理
念
の
再
検
討
か
ら
出
発
し
て
、
四

つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
少
子
化
、
高
齢
化
、
国
際
化
、
地
域

創
生
化
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、

改
革
の
道
を
邁
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

①�　

少
子
化
対
策
：
２
０
１
８
年
問
題
を
先
取
り
し
、
極
端

に
減
少
し
た
入
学
者
数
を
増
や
す
た
め
に
、
入
試
広
報
戦

略
の
抜
本
的
改
革
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
媒
体

の
積
極
的
活
用
、
受
験
生
や
保
護
者
の
心
に
響
く
入
試
広

報
資
料
の
作
成
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を

試
み
る
と
と
も
に
、
教
職
員
一
体
と
な
っ
た
高
校
訪
問
や

高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
の
出
張
講
義
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
充
実
を
図
っ
た
。

②�　

高
齢
化
対
策
：
高
齢
化
が
進
展
し
、「
ア
ラ
ハ
ン
（
人
生

１
０
０
年
）
時
代
の
到
来
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
中
で
、「
学

び
直
し
た
い
」
と
い
う
シ
ニ
ア
層
を
よ
り
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
た
め
に
既
存
の
メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
改
革・

改
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善
お
よ
び
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
と
の
提
携
に
よ

り
、
新
し
い
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
整
備
を
促
進
す
る
。

③��　

国
際
化
対
策
：
よ
り
多
く
の
留
学
生
を
迎
え
る
た
め

に
、
新
た
に
国
際
交
流
室
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
留
学
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

④�　

地
域
創
生
対
策
：
地
域
と
連
携
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル

ダ
ー
（
県
、
近
隣
都
市
、
山
梨
経
済
同
友
会
、
山
梨
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
）
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

し
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
知
」と
「
地
」の
拠
点
大
学
と
し
て
、地
方
創
生
推
進
事
業

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
方
貢
献
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。

　

以
上
の
四
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
改
革
を
よ
り
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
外
部
か
ら
「
学

長
顧
問
」
３
名
（
文
部
科
学
省
出
身
の
大
学
理
事
長
経
験
者
、

財
界
で
活
躍
し
た
後
に
大
学
学
長
補
佐
を
務
め
た
大
学
の
経

営・

行
政
の
専
門
家
、
高
大
連
携
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る

県
立
高
校
校
長
経
験
者
）
を
招
聘
し
、
大
学
再
建
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
と
も
に
、
学
内
行
政
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
再
編
の
専
門
家
を
副
学
長
と
し
て
招
き
、
計
画
の
立
案・

実
行
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

２�　
新
し
い
入
試
改
革
へ
向
け
た�

入
試
広
報
活
動
の
強
化

　

少
子
化
対
策
の
項
で
入
試
広
報
改
革
の
概
要
を
述
べ
た
が
、

改
革
計
画
を
実
行
に
移
す
た
め
に
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
刷
新
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
日
本
語
と
英
語
）

の
作
成
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
（
路
線
バ
ス
と
高
速
バ
ス
）
の

利
用
な
ど
、
使
用
す
る
広
告
媒
体
の
革
新
に
力
を
注
い
だ
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
資
格
取
得
者
（
英
検
２
級
、

日
商
簿
記
検
定
２
級
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
５
０
点
以
上
、
な
ど
）

に
は
初
年
度
の
授
業
料
（
70
万
円
）
を
免
除
す
る
制
度
を
設

け
た
。
こ
の
ほ
か
、
入
学
金
（
１
５
０
万
円
）
の
免
除
制
度

（
山
梨
英
和
大
学
花
子
特
別
給
付
奨
学
金
や
、
近
親
者
に
大
学

卒
業
生
や
在
学
生
が
い
る
者
を
対
象
）
も
制
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
高
校
へ
の
出
張
講
義

や
、
山
梨
県
立
図
書
館
交
流
ル
ー
ム
で
の
「
高
校
生
談
話
室
」

を
年
６
回
開
い
て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
県
内
だ
け
で
な
く
、

募
集
エ
リ
ア
を
長
野
県
や
静
岡
県
ま
で
広
げ
、
教
職
員
一
体

と
な
っ
て
高
校
訪
問
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
の
結
果
、
２
０
１
７
年
度
に
96
名
で
あ
っ
た
入
学
者

数
が
２
０
１
８
年
度
に
は
１
３
９
名
、
２
０
１
９
年
度
に
は
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１
７
７
名
と
、
入
学
定
員
（
１
５
５
名
）
を
大
幅
に
上
回
る

こ
と
が
で
き
た
。

３　
英え
い
和わ

人び
と
育
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

　

山
梨
英
和
大
学
は
入
学
時
に
ア
セ
ン
ブ
リ
に
力
を
い
れ
る

と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
度
に
次
の
よ
う
な
新
し
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
開
始
す
る
。

①�　

基
礎
教
育
：
三
つ
の
基
礎
科
目
（
英
語
、
日
本
語
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
）
を
中
心
に
、
大
学
の
学
び
や
社
会
人
と
し

て
の
基
礎
的
能
力
を
総
合
的
に
涵
養
し
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な

英え
い

和わ

人び
と

を
育
て
る
。
新
し
い
英
語
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
基
礎
能
力
に
加
え
、
実
践
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。
１

年
次
か
ら
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
、
学
内
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
に
よ
っ
て
授
業
で
パ
ソ
コ
ン
を
積
極
的
に
使
い
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
伸
ば
す
。
２
０
２
０
年
度
に
は
「
日
本

語
ス
キ
ル
」
を
新
設
し
、
書
く
力
、
読
む
力
、
考
え
る
力

を
高
め
る
。

②�　

専
門
教
育
：
２
０
２
０
年
度
の
教
育
方
針
で
あ
る
「
専

門
性
の
あ
る
教
養
人・

社
会
人・

国
際
人
」
が
確
実
に
育

つ
た
め
に
、
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル・

サ
ー
ビ
ス
（
人
間・

心

理
）、
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
文
化・

国
際
）、

メ
デ
ィ
ア・

サ
イ
エ
ン
ス
（
情
報
）
の
三
つ
の
領
域
科
目

を
基
礎
に
し
て
、
次
の
六
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
、

学
生
が
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　

Ａ　

公
認
心
理
師
と
臨
床
心
理
士
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｂ　

司
書
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｃ　

英
語
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｄ　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｅ　

日
本
語
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

Ｆ　

山
梨
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

③�　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
：「
ゼ
ミ
の
英
和
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
、
全
学
年
必
修
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ
る
総
合
的
能
力

の
完
成
を
目
標
に
、
全
学
生
が
少
人
数
編
成
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
て
教
員
の
指
導
の
下
に
自
ら
学
び
発
展
さ
せ
る
。
１

年
次
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
大
学
の
学
び
の
基
礎
的

な
ス
キ
ル
や
協
働
的
な
学
修
や
活
動
を
、
２
年
次
「
展
開

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
応
用
的
な
ス
キ
ル
の
獲
得
や
地
域
連
携

の
視
点
で
の
活
動
を
、
３
年
次
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
１・

２
」
は
専
門
分
野
の
研
究
の
基
礎
を
学
び
、
４
年
次
「
専

門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
３・

４
」
で
は
、
さ
ら
に
専
門
性
を
高
め

つ
つ
、
卒
業
論
文
や
卒
業
制
作
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
学
生
と
教
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
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に
よ
っ
て
、
学
生
の
生
活
や
進
路
選
択
を
支
援
す
る
「
人

生
の
道
場
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
青
春
の
劇
場
」
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

④�　

学
年
暦
と
授
業
時
間
の
変
更
：
さ
ら
に
、
学
修
の
深
化

と
実
践
的
活
動
の
活
発
化
を
図
る
た
め
に
、
２
０
２
０
年

度
に
は
授
業
時
間
を
80
分
か
ら
95
分
に
変
更
し
、
授
業
期

間
は
前
期・
後
期
を
各
々
14
週
と
す
る
セ
メ
ス
タ
ー
制
と

と
も
に
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
も
併
用
し
て
、
魅
力
あ
る
多
様

な
方
法
で
授
業
を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
時
間
的
余

裕
が
生
ま
れ
、
長
期
休
業
期
間
内
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
自
主
的
な
活
動
や
海
外
で
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

総
合
的
な
教
育
効
果
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

４　
グ
ロ
ー
カ
ル
化
へ
の
取
り
組
み

　

地
域
社
会
と
共
に
歩
ん
で
き
た
本
学
は
、
地
域
と
の
協
働

を
深
め
る
た
め
、
山
梨
県
、
甲
府
市
、
笛
吹
市
、
甲
州
市
、

山
梨
市
な
ど
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
講
座
「
山
梨
学
」
を
展
開
し
、
山
梨
の

社
会
、
文
化
、
歴
史
、
観
光
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
び

つ
つ
、
未
来
の
山
梨
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
探
求
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
を
越
え
て
姉
妹
校
の
東
洋
英
和

女
学
院
大
学
、
静
岡
英
和
学
院
大
学
（
人
間
社
会
学
部・

短

期
大
学
部
）、
山
梨
英
和
大
学
と
三
英
和
大
学
包
括
連
携
協
定

を
結
び
、
八
王
子
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
で
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
発
表
会
を
開
催
し
て
い
る
。
他
方
、
中
国
、
韓
国
、
米
国
、

豪
州
な
ど
の
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
留

学
生
を
増
や
す
と
と
も
に
、
本
学
か
ら
の
海
外
留
学
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

５　
進
路
指
導・

支
援
活
動
の
強
化

　

２
０
１
９
年
度
に
は
リ
ク
ル
ー
ト
社
出
身
の
プ
ロ
の
方
を

採
用
し
、
進
路
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
３
年
生
の
集
中
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、
学
内
合
同
企
業

説
明
会
、
保
護
者
を
交
え
た
三
者
面
談
な
ど
多
く
の
進
路
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
っ
て
、
就
職
率
は
94
％
（
２
０

１
８
年
度
）
を
達
成
し
、
地
元
定
着
率
も
約
80
％
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
山
梨
英
和
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
専
攻
課

程
が
２
０
０
５（
平
成
17
）年
に
臨
床
心
理
士
第
一
種
指
定
大

学
院
の
認
定
を
受
け
て
以
来
、
山
梨
県
内
の
臨
床
心
理
士
の

６
割
以
上
が
本
学
大
学
院
の
修
了
生
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
２

０
１
８
年
度
に
は
公
認
心
理
師
の
養
成
コ
ー
ス
も
新
設
し
た
。
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６�　
人
生
１
０
０
年
時
代
の�

メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
改
革

　

山
梨
英
和
大
学
メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
は
、
１
９
９
９
（
平

成
11
）
年
に
山
梨
英
和
大
学
の
地
域
に
開
か
れ
た
地
域
貢
献

事
業
の
一
環
と
し
て
、「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」（
生
涯
学
習
と

し
て
の
社
会
人
の
学
び
直
し
）
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
先
駆

け
て
開
学
し
、
２
０
１
８
年
に
創
立
20
周
年
を
迎
え
、
受
講

生
も
４
０
０
０
名
に
達
し
、
盛
大
な
20
周
年
記
念
行
事
（
講

演
会
な
ど
）
を
開
催
し
た
。
な
お
、
年
間
60
時
間
以
上
の
受

講
生
に
は
、「
学
校
教
育
法
１
０
５
条
」
に
よ
る
文
部
科
学
省

指
定
の
「
履
修
証
明
書
」
を
修
了
式
で
授
与
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
部
学
生・

大
学
院
生
と
メ
イ
プ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
間
に

お
け
る
受
講
生
の
互
換
に
よ
り
、
聴
講
者
に
は
単
位
を
付
与

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
と
連

携
し
て
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
開
催

し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

山
梨
英
和
大
学
は
山
梨
県
で
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
く
大
学
で
あ
り
、
１
学
部
（
人
間
文
化
学
部
）
と
大
学

院
（
臨
床
心
理
学
専
攻
の
修
士
課
程
）
か
ら
な
り
、
甲
府
市

郊
外
の
葡
萄
畑
に
囲
ま
れ
た
南
欧
風
の
美
し
い
校
舎
を
も
つ

小
規
模
大
学
で
あ
る
。
し
か
し
、
１
３
０
年
に
及
ぶ
歴
史
と

伝
統
を
背
景
に
培
わ
れ
て
き
た
数
々
の
素
晴
ら
し
い
ブ
ラ
ン

ド
力
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
改
革
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
全
学
を
挙
げ
て
情
報
の
共
有
と
協
働
を
強
化
し
、

名
実
共
に
素
晴
ら
し
い
大
学
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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